
平 成 ２ ４ 年 度 第 ２ 回 午後の部 (伝送交換)
電気通信主任技術者試験問題 専門的能力・電気通信システム

注 意 事 項

１ 試験開始時刻 １４時２０分

２ 試験種別終了時刻

試 験 科 目 科 目 数 終 了 時 刻

「電気通信システム」のみ １ 科 目 １５時４０分

「専門的能力」のみ １ 科 目 １６時００分

「専門的能力」及び「電気通信システム」 ２ 科 目 １７時２０分

３ 試験種別と試験科目別の問題(解答)数及び試験問題ページ

問 題 ( 解 答 ) 数 試 験 問 題
試 験 種 別 試 験 科 目 申請した専門分野

問１ 問２ 問３ 問４ 問５ ペ ー ジ

伝 送 ８ ８ ８ ８ ８ 伝 1～伝15

無 線 ８ ８ ８ ８ ８ 伝16～伝30

専門的能力 交 換 ８ ８ ８ ８ ８ 伝31～伝45

伝送交換主任技術者 デ ー タ 通 信 ８ ８ ８ ８ ８ 伝46～伝60

通 信 電 力 ８ ８ ８ ８ ８ 伝61～伝76

電 気 通 信 専 門 分 野 に
問１から問２０まで ２０ 伝77～伝81

シ ス テ ム かかわらず共通

４ 受験番号等の記入とマークの仕方

(1) マークシート(解答用紙)にあなたの受験番号、生年月日及び氏名をそれぞれ該当枠に記入してください。

(2) 受験番号及び生年月日に該当する箇所を、それぞれマークしてください。

(3) 生年月日の欄は、年号をマークし、生年月日に１桁の数字がある場合、十の位の桁の｢０｣もマークしてください。

[記入例] 受験番号 ０１ＡＢ９４１２３４ 生年月日 昭和５０年３月１日

５ 答案作成上の注意

(1) マークシート(解答用紙)は１枚で、２科目の解答ができます。

｢専門的能力｣は薄紫色(左欄)、｢電気通信システム｣は青色(右欄)です。

(2) 解答は試験科目の解答欄の正解として選んだ番号マーク枠を、黒の鉛筆(ＨＢ又はＢ)で濃く塗りつぶしてください｡

① ボールペン、万年筆などでマークした場合は、採点されませんので、使用しないでください。

② 一つの問いに対する解答は一つだけです。二つ以上マークした場合、その問いについては採点されません。

③ マークを訂正する場合は、プラスチック消しゴムで完全に消してください。

(3) 免除科目がある場合は、その科目欄は記入しないでください。

(4) 受験種別欄は、あなたが受験申請した伝送交換主任技術者(『伝 送 交 換』と略記)を○で囲んでください。

(5) 専門的能力欄は､『伝送・無線・交換・データ通信・通信電力』のうち、あなたが受験申請した専門的能力を○で囲んでく

ださい。

(6) 試験問題についての特記事項は、裏表紙に表記してあります。

６ 合格点及び問題に対する配点

(1) 各科目の満点は１００点で、合格点は６０点以上です。

(2) 各問題の配点は、設問文の末尾に記載してあります。

マークシート(解答用紙)は、絶対に折り曲げたり、汚したりしないでください。

次ページ以降は試験問題です。試験開始の合図があるまで、開かないでください。

受 験 番 号

(控 え)

(今後の問い合わせなどに必要になります。)

受　　験　　番　　号
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試 験 種 別 試 験 科 目 専 門 分 野

伝送交換主任技術者 専門的能力 無 線

問１ 次の問いに答えよ。 (小計２０点)

(１) 次の文章は、パスレングス形変調器について述べたものである。 内の(ア)～(エ)に

最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。ただし、 内の同じ記号

は、同じ解答を示す。 (２点×４＝８点)

パスレングス形変調器は、サーキュレータ、短絡導波管及び (ア) により構成される。

パスレングス形変調器では、 (ア) に変調パルス信号を加えると、パルス電圧の極性によ

り、搬送波が (ア) で反射されたり、短絡板で反射されたりすることを利用している。

λｇを管内波長とした場合、 (ア) と短絡板の距離を (イ) とすれば０－π変調器

となる。

パスレングス形変調器は、 (ウ) を直接変調しており位相特性の優れたＲＦ増幅器を要

しないなどの長所を有している。
π

パスレングス形変調器を用いて (エ) 変調器を構成するには、０－π及び０－ の
２

二つの変調器を直列に接続すればよい。

<(ア)～(エ)の解答群>
λｇ λｇ λｇ λｇ

① ② ③ ④
１６ ８ ４ ２

⑤ 位相検波器 ⑥ １６ＱＡＭ ⑦ ダイオード ⑧ 包絡線

⑨ 周波数弁別器 ⑩ ＲＦ信号 ⑪ 基準信号 ⑫ 側帯波

⑬ ＱＰＳＫ ⑭ ＢＰＳＫ ⑮ クロック信号発生回路

⑯ ８ＰＳＫ

(２) 次の問いの 内の(オ)に適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

ＱＰＳＫ方式について述べた次のＡ～Ｃの文章は、 (オ) 。

Ａ ＱＰＳＫ信号は１シンボルで２ビットのデータを同時に送信することから、シンボルレー
１

トは、情報伝送速度の になる。
２

Ｂ オフセットＱＰＳＫ方式は、ＱＰＳＫに加えるベースバンド信号のうち、ＩチャネルとＱ

チャネルのシンボルのタイミングを１シンボル長だけ時間シフトさせる方式である。
π

Ｃ シフトＱＰＳＫ方式では、変調波の位相変化量の最大値は１３５度である。
４

<(オ)の解答群>

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ Ｃのみ正しい

④ Ａ、Ｂが正しい ⑤ Ａ、Ｃが正しい ⑥ Ｂ、Ｃが正しい

⑦ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しい ⑧ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しくない
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(３) 次の問いの 内の(カ)に適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

多値のデジタル変調方式について述べた次の文章のうち、正しいものは、 (カ) である。

<(カ)の解答群>

① ＱＰＳＫ方式は、情報伝送速度が同一であるＢＰＳＫ方式と伝送帯域を比較す

ると、所要伝送帯域は広い。

② ＱＰＳＫ方式は、誤り率が同一であるＢＰＳＫ方式と所要Ｃ／Ｎを比較すると、

所要Ｃ／Ｎは低い。

③ ＱＡＭ方式は、シンボルごとに変移する位相と振幅の多値化を行う変調方式で

ある。

④ １６ＱＡＭ方式は、誤り率が同一である１６ＰＳＫ方式と平均電力を比較する

と、所要平均電力は高い。

(４) 次の問いの 内の(キ)に適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

ＢＰＳＫ変調信号の遅延検波方式について述べた次のＡ～Ｃの文章は、 (キ) 。

Ａ 遅延検波方式は、搬送波再生を必要としない復調方式である。

Ｂ 遅延検波方式は、送信側では送信データに対して差動符号化を行い、受信側で差動変換を

伴う復調が行われることにより送信データが再現される。

Ｃ 遅延検波方式は、受信側において受信信号と９０度位相をシフトさせた受信信号を乗算し、

高調波成分を除去することで送信データを推定する方式である。

<(キ)の解答群>

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ Ｃのみ正しい

④ Ａ、Ｂが正しい ⑤ Ａ、Ｃが正しい ⑥ Ｂ、Ｃが正しい

⑦ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しい ⑧ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しくない
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(５) 次の問いの 内の(ク)に適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

デジタル変調信号の同期検波方式などについて述べた次の文章のうち、誤っているものは、

(ク) である。

<(ク)の解答群>

① 受信信号から搬送波の位相成分を抽出し、生成した基準信号を用いる復調方式は、

同期検波方式といわれる。

② 同期検波方式では、受信信号に基準信号を掛け合わせたあと、ＬＰＦで高調波成

分を除去したのち、符号判定を行う。

③ 単に受信信号を遅延させた信号を基準信号として復調を行う遅延検波方式は、同

期検波方式と比較して回路構成が簡単になる。

④ ＱＰＳＫ変調信号の復調は、Ｉ信号成分及びＱ信号成分に対し互いに１８０度位

相差のある二つの基準信号を用いて同期検波を行う。

問２ 次の問いに答えよ。 (小計２０点)

(１) 次の文章は、アンテナの特性について述べたものである。 内の(ア)～(エ)に最も適

したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。ただし、 内の同じ記号は、同

じ解答を示す。 (２点×４＝８点)

アンテナの利得は｢当該アンテナの電波を最も集中して放射したい方向に放射される (ア)

と、同一電力を供給されている (イ) アンテナから同一距離の点に放射される (ア)

の比｣と定義され、この定義で与えられる利得は絶対利得dＢiといわれる。

アンテナを受信動作で考えた場合、波長がλｍ の入射波のアンテナ開口面積における

(ア) をΦＷ／ｍ２とすると、アンテナ利得がＧｒ、有効開口面積がＡeｍ２の受信アン

(ウ)テナの出力端子から取り出される出力電力ＰoutＷは、Ｐout ＝ ΦＡe ＝ ΦＧｒ
４π

Ｗとなる。

ここで、この入射波を発生させる送信アンテナの利得Ｇtが既知とするならば、送信アンテナ

へ供給される入力電力がＰinＷ、送信アンテナと受信アンテナ間の距離をｄｍとすると、
Ｇt

Φ ＝ Ｐin Ｗ／ｍ２となり、これをＰout ＝ ΦＡe の式に代入すると、Ｐout は次式
４πｄ２

で表される。

Ｇt (ウ) (ウ)
Ｐout ＝ Ｐin Ｇr ＝ ＰinＧtＧr Ｗ

４πｄ２ ４π (４πｄ)２

これは (エ) の伝達公式といわれ、無線伝送路における電力の伝達量を表す最も基本的

な公式である。

<(ア)～(エ)の解答群>

① マクスウェル ② 全方位 ③ 無利得 ④ フリス

⑤ 二乗平均電力 ⑥ 電力束密度 ⑦ ヘルツ ⑧ 総電力

⑨ 等方性 ⑩ 平均電力 ⑪ ガウス ⑫ 標 準
１ １

⑬ λ３ ⑭ λ２ ⑮ λ２ ⑯ λ３
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(２) 次の問いの 内の(オ)に適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

開口面アンテナについて述べた次の文章のうち、正しいものは、 (オ) である。

<(オ)の解答群>

① 角すいホーンアンテナは、方形導波管の断面を漸次広げて所要の開口を持たせ

たテーパ形状をしており、一般に、方形導波管の基本モードであるＴＥ１１モード

で励振される。

② 円すいホーンアンテナは、円形導波管の断面を軸方向に漸次広げたテーパ形状

をしているが、交差偏波特性を改善するために内壁に誘電体を設けたものがあり、

これはコルゲートホーンといわれる。

③ カセグレンアンテナは、副反射鏡として回転双曲面を用いる複反射鏡アンテナ

で、原理上は、副反射鏡は凸面と凹面の２種類がある。

④ グレゴリアンアンテナは、副反射鏡として回転楕円面を用い、３枚の反射鏡を

用いる複反射鏡アンテナである。

(３) 次の問いの 内の(カ)に適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

反射鏡アンテナについて述べた次のＡ～Ｃの文章は、 (カ) 。

Ａ パラボラアンテナの１次放射器は、構造上、円すいホーンに限られる。

Ｂ オフセットパラボラアンテナは、交差偏波特性を改善するために、主反射鏡と１次放射器

の位置関係を適正に調整し、開口面写像が対称となるように選ぶことができる。この条件を

交差偏波消去条件という。

Ｃ 複反射鏡アンテナでは、主反射鏡と副反射鏡の形状を修整することにより、より良好な特

性を得ることができ、これは鏡面修整といわれる。

<(カ)の解答群>

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ Ｃのみ正しい

④ Ａ、Ｂが正しい ⑤ Ａ、Ｃが正しい ⑥ Ｂ、Ｃが正しい

⑦ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しい ⑧ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しくない



伝20

(４) 次の問いの 内の(キ)に適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

給電線に用いられる導波管について述べた次の文章のうち、誤っているものは、 (キ)

である。

<(キ)の解答群>

① 導波管において、最も遮断波長が長い伝搬モードは基本モードといわれる。

② 円形導波管のＴＥ０１モードは、周波数の増加とともに減衰定数が小さくなる

という特徴を有する。

③ 円形導波管は直交する偏波を一つの導波管で伝送することができる。

④ 円形導波管内を伝搬する電磁波は、ＴＥＭモードで伝搬する場合がある。

⑤ 導波管には、断面形状が楕円や繭形のものがある。
だ

(５) 次の問いの 内の(ク)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

方形導波管を用いて、６.２５ＧＨzの電磁波を基本モードで伝搬する場合、導波管の内径

の長辺を０.０４ｍ、短辺を０.０２ｍとしたとき、導波管の内部を伝搬する電磁波の管内

波長は、 (ク) ｍである。ただし、答えは、四捨五入により小数第４位までとする。

<(ク)の解答群>

① ０.０５７５ ② ０.０６００ ③ ０.０６２５

④ ０.０６５０ ⑤ ０.０６７５
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問３ 次の問いに答えよ。 (小計２０点)

(１) 次の文章は、移動体通信のセル構成技術について述べたものである。 内の(ア)～(エ)

に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。ただし、 内の同じ記

号は、同じ解答を示す。 (２点×４＝８点)

セルとは一つの基地局がカバーするエリアであり、一つのサービスエリアを複数のセルで構

成する方式は (ア) 方式といわれる。セルの境界付近では、移動端末は複数の基地局と通

信が可能な状態にある。端末がセル間を移動することによって、通信が行われている基地局か

らの電波が弱くなると、隣接する基地局との間で通信の引き継ぎ処理が行われる。これは

(イ) といわれる。

(ア) 方式においては、同一の無線チャネルを互いに離れた基地局で再利用することで

周波数の有効利用を図っている。このため、 (ウ) 干渉が許容値以下となるようにセルを

構成する必要がある。

基地局に指向性アンテナを使い、一つのセル内を複数のエリアに分割して異なるチャネルを

割り当てる方法は、 (エ) といわれ、無指向性アンテナを使う場合と比較して、周波数の

有効利用が期待できる。

<(ア)～(エ)の解答群>

① アロハ ② 大ゾーン ③ セルラ ④ 符号間

⑤ 倍密度化 ⑥ チャネル符号化 ⑦ 誤り訂正 ⑧ セクタ化

⑨ ローミング ⑩ 同一チャネル ⑪ 隣接チャネル ⑫ クラウド化

⑬ ハンドオーバ ⑭ 次隣接チャネル ⑮ セルブリージング

⑯ 再送制御
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(２) 次の問いの 内の(オ)に適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

移動体通信の無線回線設計について述べた次のＡ～Ｃの文章は、 (オ) 。

Ａ 移動体通信における通信品質の評価の一つである場所率は、エリア全体に対する所定の伝

送品質が確保されているエリアの割合によって示される。

Ｂ 隣接するセル間の干渉については、ＦＤＭＡでは異なる周波数を用いることで回避してい

る。ＣＤＭＡでは隣接するセル間で同一の周波数を使用するが、異なる符号を用いることで

干渉を回避している。

Ｃ ＦＤＭＡやＴＤＭＡにおいては、回線設計の基本パラメータの決定に際して、回線品質の

劣化要因である熱雑音と干渉雑音を分離して扱う手法が一般的である。

<(オ)の解答群>

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ Ｃのみ正しい

④ Ａ、Ｂが正しい ⑤ Ａ、Ｃが正しい ⑥ Ｂ、Ｃが正しい

⑦ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しい ⑧ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しくない

(３) 次の問いの 内の(カ)に適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

移動体通信におけるマルチプルアクセスについて述べた次の文章のうち、誤っているものは、

(カ) である。

<(カ)の解答群>

① 複数のユーザが無線伝送路を共有して通信を行うことはマルチプルアクセスとい

われ、無線伝送路を分割する方法の違いによって、周波数、時間及び符号(スペクト

ル拡散通信の拡散符号)分割方式がある。

② ＴＤＭＡでは、一つの無線周波数の時間軸をフレーム単位で区切り、それをさら

に複数のタイムスロットに分割し、各ユーザは異なるタイムスロットを使用する。

③ セルラ方式におけるデュープレックス方式には、ＦＤＤとＴＤＤがあり、多重化

の方法によりＦＤＭＡではＦＤＤ、ＴＤＭＡではＴＤＤに限られる。

④ スロットアロハ方式は、移動局が呼接続要求を基地局に対して行う場合に用いら

れる方式であり、アロハ方式と比較して、衝突が少なく効率が良い。
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(４) 次の問いの 内の(キ)に適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

デジタル変調方式、ダイバーシチなどについて述べた次の文章のうち、正しいものは、

(キ) である。

<(キ)の解答群>

① デジタル変調方式は、送信データに応じて搬送波の振幅、周波数又は位相を離散

的に変化させるそれぞれＡＳＫ、ＦＳＫ、ＰＳＫといわれる三つの方式があるが、

これらを組み合わせたデジタル変調方式は無線伝送には適用されない。

② デジタル変調は、２値又は多値のシンボルを一定の周期で出力する変調方式であ

る。シンボル周期が等しければ、８値シンボルの伝送は２値シンボルの伝送と比較

して４倍のビットレートがある。

③ ダイバーシチ受信技術は、複数の受信信号を適切に合成又は選択することによって、

フェージング変動の影響軽減を可能にする。受信アンテナ間のフェージング変動の

相関が小さい場合に、大きい効果が得られる。

④ ダイバーシチブランチの合成法として、選択合成、最大比合成及び等利得合成があ

る。これらの合成法のなかでは等利得合成が理論的に最もダイバーシチ効果が大きい。

(５) 次の問いの 内の(ク)に適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

ＣＤＭＡ方式におけるマルチパスや遅延プロファイルの影響などについて述べた次のＡ～Ｃ

の文章は、 (ク) 。

Ａ ＣＤＭＡ方式では、拡散の帯域幅が狭いほど、分離可能なパスが多くなる。

Ｂ ＣＤＭＡ方式では、レイクフィンガ数よりも伝搬路のマルチパス数が少ない場合は、伝搬

路のパス数分のダイバーシチ効果しか得られない。

Ｃ 遅延プロファイルは、地形、地物などの都市構造や基地局アンテナ高に依存する。

<(ク)の解答群>

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ Ｃのみ正しい

④ Ａ、Ｂが正しい ⑤ Ａ、Ｃが正しい ⑥ Ｂ、Ｃが正しい

⑦ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しい ⑧ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しくない
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問４ 次の問いに答えよ。 (小計２０点)

(１) 次の文章は、デジタル無線方式の回線品質に影響を与える雑音や波形ひずみなどについて述べ

たものである。 内の(ア)～(エ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番

号を記せ。ただし、 内の同じ記号は、同じ解答を示す。 (２点×４＝８点)

デジタル無線回線におけるビット誤り率は、熱雑音や干渉雑音などの (ア) として扱え

る雑音と、 (ア) としては扱えないため等価Ｃ／Ｎ劣化量として表現される種々の要因に

よる劣化の二つにより決定される。等価Ｃ／Ｎ劣化要因は、ビット誤りを発生する仕組みの違

いから、波形ひずみ、角度変動、識別レベル変動及び (イ) の四つに分類される。

波形ひずみが発生すると、図１に示すように、復調波形は、理想的な復調波形と比較すると、

識別点における識別レベルに対する (ウ) が減少して、小さな雑音が加わっても識別誤り

が生ずることとなる。波形ひずみは、受信したパルス波形がひずむことにより前後のパルスの

識別点レベルに影響を及ぼし、 (エ) を発生させる。 (イ) は、識別器において受信

波形における識別点にずれを生じさせ、ビット誤り率を増加させる。

一方、 (ア) が加わったときは、図２に示すように復調波形にひずみは無くても、雑音

が重畳されることにより識別誤りが発生する。 (ア) による影響の大きさが伝搬状態の変

化に依存するものとしないものとに分けられ、伝搬状態の変化に依存するものは変動劣化成分、

依存しないものは定常劣化成分といわれる。

<(ア)～(エ)の解答群>

① 量子化雑音 ② 隣接チャネル干渉 ③ ガウス性雑音

④ 瞬断率 ⑤ エコー干渉 ⑥ 交差偏波識別度

⑦ 振幅偏差 ⑧ マージン ⑨ フェージング

⑩ クロック位相誤差 ⑪ 周波数偏移 ⑫ 符号化雑音

⑬ 符号間干渉 ⑭ インパルス性雑音 ⑮ 異偏波干渉

⑯ バックオフ

識別レベル

図１

識別点

理想的な
    復調波形

波形ひずみを伴った
復調波形

t

図２

識別点

ひずみがない
    復調波形

雑音

t

識別レベル
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(２) 次の問いの 内の(オ)に適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

デジタル無線方式において回線設計上考慮すべき受信機回路の雑音特性について述べた次の

文章のうち、正しいものは、 (オ) である。

<(オ)の解答群>

① 雑音指数は、雑音に関する受信機回路の優劣を表す量であり、大きい値ほど受信

機回路の特性は優れている。

② 受信機回路の等価入力雑音温度は、回路の内部から発生する熱雑音を回路の入力

端における値に換算したものをいう。

③ 雑音温度は、受信機の雑音レベルを表す尺度として用いられ、温度の単位は摂氏

温度で表される。

④ 単位帯域当たりの熱雑音電力は、雑音温度をボルツマン定数で除した数で表され

る。

(３) 次の問いの 内の(カ)に適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

図３に示すように損失回路１(損失Ｌ１)、損失回路２(損失Ｌ２)及び増幅回路(利得Ｇ、雑音

指数ＮＦ)が直列に接続された回路で増幅回路の入力端における等価入力雑音温度Ｔ ｉは、

(カ) で表される。ただし、損失回路１の出力端における雑音温度をＴＬ１、損失回路２の

入力端における雑音温度をＴＬ２、増幅回路の入力端における雑音温度をＴＧとする。

図３

<(カ)の解答群>

① ＴＬ１＋ＴＧ－Ｇ×ＴＬ２ ② ＴＬ１＋ＴＧ＋Ｇ×ＴＬ２

Ｇ×ＴＬ２ Ｇ×ＴＬ２
③ ＴＬ１＋ＴＧ－ ④ ＴＬ１＋ＴＧ＋

Ｌ２ Ｌ２
ＴＬ２ ＴＬ２

⑤ ＴＬ１＋ＴＧ－ ⑥ ＴＬ１＋ＴＧ＋
Ｇ Ｇ

損失回路１ 増幅回路 損失回路２

Ｇ、ＮＦＬ１ Ｌ２
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(４) 次の文章は、デジタルマイクロ波通信方式の回線設計における干渉雑音の扱いについて述べた

ものである。 内の(キ)、(ク)に適したものを、下記のそれぞれの解答群から選び、そ

の番号を記せ。 (３点×２＝６点)

(ⅰ) 図４は、干渉波によるＣ／ＩdＢを横軸に、１×１０－６ のＢＥＲを得るために必要な

Ｃ／ＮdＢを縦軸にプロットしたものである。干渉特性について述べた次の文章のうち、正し

いものは、 (キ) である。

図４

<(キ)の解答群>

① 干渉雑音の振幅は有限であるため、干渉雑音の振幅分布をガウス分布と仮定する

と、実際の干渉雑音の振幅分布より過小に評価することになる。

② 実際の干渉波(ＱＰＳＫ変調波)の場合に必要なＣ／ＮdＢと、ガウス分布雑音

が干渉波であると仮定した場合に必要なＣ／ＮdＢとの差は、Ｃ／ＩdＢが大き

いほど大きくなる。

③ 実際の干渉波(ＱＰＳＫ変調波)の場合と、ガウス分布雑音が干渉波であると仮定

した場合における同一Ｃ／ＩdＢに対するＣ／ＮdＢの差は、周波数間隔(被干渉

波と与干渉波間)が狭いほど小さくなる。

④ 実際の干渉波(ＱＰＳＫ変調波)の場合と、ガウス分布雑音が干渉波であると仮定

した場合における同一Ｃ／ＩdＢに対するＣ／ＮdＢの差は、干渉波の数が多く

なるほど小さくなる。

14

16

18

20

22

24

26

Ｃ
／
Ｎ
〔
ｄ
Ｂ
〕

１波干渉
Δf＝０

２波干渉

ガウス雑音干渉

8 12 14 1610 18 20 22

Δf＝０ Δｆ＝１.０ｆｐ

Δｆ＝１.５ｆｐ

ＢＥＲ＝1×１０

ＱＰＳＫ

－６

クロック周波数

条　件

　Ｃ／Ｉ 〔ｄＢ〕

ｆｐ＝２００ ＭＨｚ

周波数間隔 Δｆ
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(ⅱ) 干渉雑音による影響の大きさが伝搬状態の変化に依存しないものを定常劣化成分、依存する

ものを変動劣化成分としたとき、次のＡ～Ｃの文章は、 (ク) 。ただし、周波数配置は、

コチャネル配置の場合とする。

Ａ 異伝搬路の他方式干渉及び衛星干渉は定常劣化成分である。

Ｂ 同一偏波の隣接チャネル間干渉、送信フロントバック干渉、送信フロントサイド干渉及び

同一伝搬路の他方式干渉は定常劣化成分である。

Ｃ 受信フロントバック干渉、受信フロントサイド干渉及びオーバリーチ干渉は変動劣化成分である。

<(ク)の解答群>

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ Ｃのみ正しい

④ Ａ、Ｂが正しい ⑤ Ａ、Ｃが正しい ⑥ Ｂ、Ｃが正しい

⑦ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しい ⑧ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しくない

問５ 次の問いに答えよ。 (小計２０点)

(１) 次の文章は、衛星通信の回線設計について述べたものである。 内の(ア)～(エ)に最

も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。ただし、 内の同じ記号は、

同じ解答を示す。 (２点×４＝８点)

衛星通信の回線設計は、受信点における所要の回線品質を満足させるために必要となる搬送

波電力対雑音電力比を確保するために、地球局及び衛星のアンテナ特性、送信機出力、受信機

特性などに対する要求条件を求めるために行うものである。

搬送波電力は、送信機出力、送受信アンテナ利得及び (ア) に依存する。

雑音電力は、アップリンク (イ) 雑音、ダウンリンク (イ) 雑音、システム内で発

生する干渉雑音及びシステム外からの干渉雑音の四つに大別される。アップリンク及びダウン

リンク (イ) 雑音は、主に通信衛星又は受信地球局の受信システム雑音に依存する。シス

テム内で発生する干渉雑音は、衛星中継器内で発生する (ウ) 雑音、周波数の多重利用に

おける同一周波数の (エ) 偏波キャリア又は他ビームキャリアからの干渉などに依存する。

システム外からの干渉雑音は、主に、同一周波数帯を共用する他衛星システムからの干渉、地

上マイクロ波通信システムからの干渉などに依存する。

<(ア)～(エ)の解答群>

① 円 ② 減 衰 ③ 直 線 ④ 自由空間伝搬損失

⑤ 宇宙線 ⑥ アンテナ仰角 ⑦ 熱 ⑧ フェージング

⑨ 交 差 ⑩ 送受間干渉 ⑪ 過変調 ⑫ サイドローブ特性

⑬ 半値幅 ⑭ 相互変調 ⑮ 楕 円 ⑯ シンチレーション
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(２) 次の問いの 内の(オ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

図に示すように、通信衛星Ａ及びＢを利用する二つの衛星通信システムがある。通信衛星

Ａ及びＢは、それぞれの地球局１及び２から見て５度離れて静止している。地球局１がダウン

リンクにおいて通信衛星Ｂから受ける干渉波による搬送波電力対干渉波電力比(Ｃ／Ｉ)は、

(オ) dＢである。ただし、 log ５＝０.７とし、答えは、四捨五入により小数第１位10

までとする。

(条 件)

ⓐ 通信衛星Ａから地球局１への送信ｅ.ｉ.ｒ.ｐ. ：１５dＢＷ

ⓑ 通信衛星Ｂから地球局１方向の送信ｅ.ｉ.ｒ.ｐ. ：１０dＢＷ

ⓒ 地球局１のアンテナ利得 ：５０dＢi

ⓓ 地球局１のサイドローブ特性Ｇ(θ) ：２９－２５ log θdＢi10

ⓔ 地球局１の受信アンテナ給電損失 ：２dＢ

ⓕ 希望波、干渉波の自由空間伝搬損失 ：２０６dＢ

ⓖ 両衛星通信システムの搬送周波数、変調方式及び通信パラメータは同じとする。

<(オ)の解答群>

① ３３.５ ② ３８.５ ③ ４１.５ ④ ４３.５ ⑤ ４９.５

通信衛星Ａ 通信衛星Ｂ

地球局１ 地球局２

地球局から見た衛星の
離角(θ)＝５度

地球局から見た衛星の
離角(θ)＝５度
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(３) 次の問いの 内の(カ)に適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

衛星通信におけるＴＤＭＡについて述べた次のＡ～Ｃの文章は、 (カ) 。

Ａ 通信路を時分割するために同一の周期で繰り返されるＴＤＭＡフレームが定義され、その

フレーム内の適当な長さのスロットがデータバーストとして各地球局間の通信路に割り当て

られる。

Ｂ シングルキャリアＴＤＭＡにおいては通信衛星の中継器には同時に一つの搬送波しか存在

しないため、各データバースト間の衝突を回避するためのガードタイムは不要である。

Ｃ ＴＤＭＡ方式における地球局間のバースト送出の時間同期を得る方法には、オープンルー

プ同期とクローズドループ同期があり、オープンループ同期は、クローズドループ同期と比

較して、高い精度の同期が得られるため、ガードタイムを短く設定することができる。

<(カ)の解答群>

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ Ｃのみ正しい

④ Ａ、Ｂが正しい ⑤ Ａ、Ｃが正しい ⑥ Ｂ、Ｃが正しい

⑦ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しい ⑧ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しくない

(４) 次の問いの 内の(キ)に適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

衛星通信のＳＳ－ＴＤＭＡについて述べた次のＡ～Ｃの文章は、 (キ) 。

Ａ ＳＳ－ＴＤＭＡは、マルチビームアンテナ又はスポットビームアンテナを用いる方式であ

り、衛星上でのビーム間接続スイッチとＴＤＭＡフレームを同期させてビーム間の接続を行う。

Ｂ ＳＳ－ＴＤＭＡで用いるビーム間接続スイッチには、中間周波数帯でデータバースト単位

でビーム間接続を行うＩＦスイッチ方式と、衛星上でベースバンド再生を行いメモリを用い

てデータバーストを再構築するベースバンドスイッチ方式がある。

Ｃ ＳＳ－ＴＤＭＡのビーム間接続スイッチは、ＩＦスイッチ方式及びベースバンドスイッチ

方式とも任意のビーム間を接続するために、一般に、マトリックス型スイッチを用いる。

<(キ)の解答群>

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ Ｃのみ正しい

④ Ａ、Ｂが正しい ⑤ Ａ、Ｃが正しい ⑥ Ｂ、Ｃが正しい

⑦ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しい ⑧ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しくない
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(５) 次の問いの 内の(ク)に適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

衛星通信における回線品質について述べた次の文章のうち、誤っているものは、 (ク)

である。

<(ク)の解答群>

① 静止衛星は地球局と相対的な位置関係が変化するため、ドップラー効果による

クロック周波数のずれは品質劣化要因となる。

② 送信機などの相互変調特性は、複数の信号を一つの増幅器に入力して共通増幅

したときに発生する特性であり、これによって生ずる相互変調積は、送信周波数

帯域内に落ち込むと干渉雑音となる。

③ 増幅器、フィルタなどが持っている振幅周波数特性及び群遅延特性により、デ

ジタル信号に波形ひずみが生ずるため、等化器による補正が必要である。

④ 周波数変換においては、局部発振器の周波数の安定性と、局部発振器のスペク

トルの広がりや電源周波数の回り込みなどによるショット雑音の及ぼす影響が問

題となるため、これらの影響を小さく抑えることが必要である。



 

試験問題についての特記事項 

 

(1) 試験問題に記載されている製品名は、それぞれ各社の商標又は登録商標です。 

なお、試験問題では、R 及び TM を明記していません。 

 
(2) 問題文及び図中などで使用しているデータは、すべて架空のものです。 

 
(3) 試験問題、図中の抵抗器及びトランジスタの表記は、旧図記号を用いています。 

 

 

 

 
(4) 論理回路の記号は、ＭＩＬ記号を用いています。 

 
(5) 試験問題では、常用漢字を使用することを基本としていますが、次の例に示す専門的用語などについては、 

常用漢字以外も用いています。 

［例］ ・迂回(うかい) ・筐体(きょうたい)  ・輻輳(ふくそう) ・撚り(より) ・漏洩(ろうえい)  など 

 
(6) バイト〔Byte〕は、デジタル通信において情報の大きさを表すために使われる単位であり、一般に、２進数の 

８桁、８ビット〔bit〕です。 

 
(７) 情報通信の分野では、８ビットを表すためにバイトではなくオクテットが使われますが、試験問題では、一般 

に、使われる頻度が高いバイトも用いています。 

 
(８) 試験問題のうち、正誤を問う設問において、句読点の有無など日本語表記上若しくは日本語文法上の誤り 

だけで誤り文とするような出題はしておりません。 

 
(９) 法令に表記されている「メグオーム」は、「メガオーム」と同じ単位です。 

 
(１０) 法規科目の試験問題において、個別の設問文中の「 」表記は、出題対象条文の条文見出しを表しています。 

また、出題文の構成上、必ずしも該当条文どおりには表記しないで該当条文中の(   )表記箇所の省略や部分 

省略などをしている部分がありますが、(   )表記の省略の有無などで正誤を問うような出題はしておりません。 

 

新 図 記 号 旧 図 記 号 新 図 記 号 旧 図 記 号


